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要     旨 

ア．緒言 

発揚気質は、双極性障害における危険因子としてよく知られている。しかしながら、いくつかの先行研

究においては、高い精神的健康や幸福感を維持し、自殺等様々な問題行動を抑制する因子と報告されて

おり、注目されている。本研究では、発揚気質の特徴を検討するために、TCI との関連性をもとに検討

をした。                                              

                                              

イ．研究対象および方法 

111 名の健康な被験者（男性＝67 名、女性＝44 名、平均年齢 26.３歳を）対象とした。対象者に、イン

フォームドコンセントを行い、同意が得られた後に、TEMPS -A ならびに TCI の質問紙調査を行った、

精神疾患の既往や健康状態のスクリーニングは、MINI によって評価した。 
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統計解析について、ピアソンの相関係数を用いて、被験者の属性、TEMPS− A 及び TCI の下位尺度と

の関連性について検討をした。更に、発揚気質と自己志向性及び自己超越性との関連性を検討するため、

重回帰分析を用いて関連因子の調整前と調整後の関連性のパターンについて検討をした。本研究は、大

分大学医学部倫理委員会の承認を受け、調査・研究を行った。                                              

ウ．結果 

相関分析の結果、発揚気質は、焦燥気質、新奇性追求、報酬依存、固執、自己志向性、自己超越性と正

の有意な相関を示し、抑うつ気質、損害回避得点と負の相関を示した。自己志向性は、発揚気質、固執、

協調思考と正の有意な相関を示し、抑うつ気質、循環気質、焦燥気質、不安気質、損害回避、抑うつ

（HDRS）と負の相関を示した。自己超越性は、循環気質、発揚気質、焦燥気質、新奇性追求、固執、

報酬依存、協調思考と正の有意な相関を示し、損害回避と負の相関を示した。 

更に、発揚気質を従属変数にし、自己志向性を独立変数から除外した重回帰分析の結果、焦燥気質、自

己超越性と有意な正の相関が、損害回避とは有意な負の相関を示し、全ての変数を投入した場合、焦燥

気質及び自己超越性と有意な正の相関が、損害回避との間に有意な負の相関が見られた。 

自己志向性を従属変数にし、発揚気質を独立変数から除外した場合、固執、協調思考と有意な正の相関

が、損害回避と負の有意な相関が見られた。全ての変数を投入した場合、協調思考と有意な正の相関が、

損害回避と有意な負の相関が見られた。 

発揚気質を従属変数にし、自己超越性を独立変数から除外した場合、焦燥気質と正の相関が、損害回避

と有意な負の相関関連性が見られた。全ての変数を投入した場合、焦燥気質、自己超越性と有意なせい

の相関が、損害回避と有意な負の相関が見られた。 

自己超越性を従属変数にし、発揚気質を独立変数から除外した場合、報酬依存と協調思考と有意な正の

相関が、損害回避と有意な負の相関が見られた。全ての変数を投入した場合、発揚気質と協調思考に有

意な正の相関を示した。 

エ．考察と結語 

発揚気質は、自己志向性とは有意な関係は見られなかったが、自己超越性と有意な関係性が見られた。

更に、発揚気質は、利己的でかつ無謀な傾向を持ち、自己超越性は、利他的であり、協調的思考を持つ

可能性があることが示唆された。                                             


